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【課題の概要】 

 本研究は、プラズマと液体の界面層（プラズマ気液界面層）

における電荷・気流、液体形状変化が相互作用することで起こ

る特異的な界面反応を解明し、プラズマ照射液体内の活性種を

完全制御するための学術基盤構築を行うものである。プラズマ

を照射する液体として低次元界面液体（液柱、液滴）を用いる

ことで系を簡略化し、各種計測とシミュレーションから得られ

る知見を統合して目的達成を目指す。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 プラズマ気液界面では μm スケールの界面層が未知因子であ

り、この理解が極めて重要である。本研究は、高度に制御され

たプラズマ源と低次元界面液体を用いることで、ブラックボッ

クスとして扱われてきたプラズマ気液界面層の学理を解明する

ものであり、学術的な意義は大きい。液相活性種の完全制御合

成が実現されれば、応用面での波及効果も期待できる。 

 


